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メディアとことば研究会 第46回研究会  2016年3月18日 

                       坪井睦子（立教大学） 

 

語用・メタ語用としてのニュース翻訳 

メディア・ディスコースにおける引用とイデオロギー 

＜キーワード＞ニュース翻訳、メタ語用、引用、イデオロギー、社会指標性 

 

１．はじめに 

 研究の端緒 旧ユーゴスラヴィア紛争（ボスニア・ヘルツエゴヴィナ紛争）とメディア翻訳（坪井, 2013） 

問題の所在  ・紛争に対する異なる解釈の枠組み・前提と多様なメディア・ディスコース 

 ・紛争の行方を左右する欧米主要メディアのディスコース 

 ・ニュースのグローバル化とローカル化 

 ・ニュースにおける引用の効果的な活用と翻訳の介在 

 研究の目的 メディア・ディスコースにおける引用に注目し、言語使用者のイデオロギーと翻訳との関連

を探ることを通し、ニュース翻訳の多層的実践について考察する 

 

  ＜イデオロギー＞ 

  ideology is associated with underlying patterns of meaning, frames of interpretation, world views, or forms of 

everyday thinking and explanation ［斜線原文］（Verschueren, 2011, p. 7） 

 

２．メディア・ディスコースにおける引用と翻訳 

２．１ 報道における引用・翻訳 

     報道の客観性（objectivity）         事実Aは「報道」を通してA’として再現 

引用の真正性（authenticity）     発話Bは「引用」を通してB′として再現 

翻訳の等価性（equivalence）      起点テクストCは「翻訳」を通してC’として再現 

 

・A=A’ B=B’ C=C’を支える情報伝達型コミュニケーションモデル（導管モデル） 

・ニュースに真正性・臨場感を与える引用（Cappon, 2000; Pape & Featherstone, 2005） 

・引用に対する厳しい制約（Cappon, 2000） 

 

２．２ ニュース翻訳の不可視性 

・ジャーナリズム（取材・編集作業）の一環としての翻訳（Bielsa & Bassnett, 2009） 

・翻訳方略：省略、追加、置き換え、言い換え、圧縮、再構成、明示化 

（Schäffner & Bassnett, 2010） 

・読みやすさの重視：受容化方略（domesticating strategy）（Bielsa & Bassnett, 2009） 

 

                                 

２．３ 語用・メタ語用としての報道・引用・翻訳 

・社会的構築物としてのニュース（Tuchman, 1978; Schudson, 1978） 

     ・メディア・ディスコースに反映される言語使用者の視点・解釈の枠組み・ものの見方・ 

価値観（イデオロギー） 

     ・語用・メタ語用のコンテクスト依存性 

        報道 A ≒ A’  

        引用 B ≒ B’    必ず生じるずれ   

        翻訳 C ≒ C’  
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３．分析の理論的枠組み 

言語人類学コミュニケーションモデル（「出来事モデル」） 

・「言われていること」（言及指示的意味）と「為されていること」（社会指標的意味） 

    ・テクスト化とコンテクスト化 

        ・前提的機能と創出的機能 

（cf. Koyama, 1997, 小山, 2008, 2009; Silverstein, 1976, 1992, 1993） 

 

４．国際ニュースの事例から 

４．１ 『シャルリ・エブド』表紙をめぐって 

フランス語 （Charlie Hebdo No. 1178, 2015, January 14） 

“Je suis Charlie”  

“Tout est pardonné” 

英語 （REUTERS, 2015, January 14; the guardian, 2015, January 13） 

“Je suis Charlie”  

“All is forgiven” 

日本語 （2015年 1月13日付『読売新聞』『朝日新聞』、2015年 1月 14日付『毎日新聞』） 

「ジュ・スイ・シャルリー（私はシャルリー）」（読売）「ジュ・スイ・シャルリー」（朝日・毎日） 

「すべては許される」（読売・朝日・毎日） 

 

４．２ 前イラン大統領アフマディネジャードの発話 

ペルシャ語 （Norousi, 2007, January 20） 

“Imam ghoft een rezhim-e ishghalgar-e qods bayad az safheh-ye ruzgar mahv shavad.” 

（“The Imam said this regime occupying Jerusalem must vanish from the page of time.”） 

英語 （The New York Times, 2005, October 27） 

  "As the imam said, Israel must be wiped off the map." 

日本語 （2005年 10月 28日付『朝日新聞』 

  「故ホメイニ師の言われたように、イスラエルは地図から消し去られるべきだ」 

 

４．３ アルカーイダ指導者オサーマ・ビン・ラーディンのビデオスピーチ 

アラビア語（al-Mommani & Ronowicz, 2012, p. 34; Aljazeera, 2004, November 1） 

“kulla wilayah la taʕbaθ b-  amni na: f-  hiya 

telqa:’yyan  qad aminat  amna –ha” 

(“Every state that doesn’t violate our security,  

has automatically guaranteed its own security.”) 

英語   

“Each state that does not harm our security will remain safe.” （The Washington Post, 2004, October 30） 

“Any nation that does not attack us will not be attacked.” （CNN, 2004, October 30） 

日本語 

  「我々に危害を加えない国家はすべて安全でいることができるだろう。」（2004年 10月 29日『読売新聞』） 

「我々を痛めつけない国は、安全を確保される。」（2004年 10月 31日『毎日新聞』） 

 

＊3つの事例について，各言語での引用箇所で「言われていること」「為されていること」に注目すると 

どのようなことが言えるか 
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５．考察と課題：語用・メタ語用としてのニュース翻訳の多層的実践 

５．１ 考察 

 報道・引用・翻訳において生じるずれ 

・国際報道における基軸言語としての英語を介した言語使用  

           引用            引用 

  現地語テクスト       英語テクスト        各国語（日本語）テクスト  

             翻訳            翻訳 

 

         コンテクスト化 

                テクスト化 

                    コンテクスト化 

                          テクスト化                  

     

・言われていることのずれ ＜ 為されていることのずれ 

・言及指示的意味・・・・・・・・・・・ずれが見えやすい（意識されやすい） 

・非言及指示的意味（社会指標的意味）・ ずれが見えにくい（意識されにくい） 

・引用における社会指標的意味は翻訳を通して漏れやすく，翻訳が難しい 

・ずれに内在する問題点 

引用・翻訳という言語行為を介し報道のイデオロギー性・政治性が隠ぺい 

 

 ニュース・ストーリーに関わるイデオロギーの 3 つのレヴェル 

1. 文化イデオロギー 

2. 言語イデオロギー （cf. 小山, 2011） 

3. コミュニケーション・イデオロギー 

 

 一般化された翻訳 （Jakobson，1959/2004） その第一義は「解釈」 

1.  言語内翻訳 (intralingual translation)   引用 

2.  言語間翻訳（interlingual translation)  （狭義の）翻訳 

3.  記号間翻訳（intersemiotic translation)  報道 

 

５．２ 結論 

・ニュース翻訳は、報道、引用、翻訳という解釈を基盤とする言語行為が複雑に絡む実践 

・その実践には、様々なレヴェルで言語使用者のイデオロギーが反映される 

・イデオロギーを始めとする言語使用者の社会指標性は、意識されにくく翻訳されにくい 

・ニュース翻訳の多層的実践については、とくに社会指標的側面に焦点を当てた研究が必要 

 

５．３ 課題 

・研究者の言語能力による制約→共同研究の必要性 

・緻密なコンテクスト分析の必要性 

     ・個別性と普遍性の考究 

     ・解釈の主体としての研究者の立ち位置 

自らの言語行為、そこに表れる社会指標性についての自覚 
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